





　　　　第２部


作品タイトル


　脳卒中の治療、次の段階です


～急性期病院退院時に　お伝えしたいこと～（仮題）


　　　


　画面の右に医療ソーシャルワーカーのアニメキャラクター























文字　【退院後のことを


　一諸に考えましょう】


























文字　わからなかったら何度でも尋ねて下さい








文字　ご本人やご家族の希望ははっきりと








文字　困りごとに応じて相談先を紹介します





　　　　　　　　　　　　第２部


　　　　　　　　　　作品タイトル


　　　　　　　脳卒中の治療、次の段階です　


～急性期病院退院時にお伝えしたいこと～


　　　　　　　　　　　　（仮題）








医療ソーシャルワーカー


　　　こんにちは。医療ソーシャルワーカーの佐藤です。


　　　病院に入院する時、または入院中に、何か困りごとがあった時に、誰に相談すればいいかわからない、または必要な手続きがわからない、など、悩むことが出てくるかもしれません。そんな時に病院の中で相談窓口となっているのが、私たち、医療ソーシャルワーカーです。


　　　今回は、脳卒中のために緊急で入院された病院から、他の病院に転院したり、退院される場合にお伝えしておいた方がよいことを、私からお話したいと思います。








　　　転院や退院をするに当たっては、制度のことや医療費のことなど、わからないことがたくさんあると思います。それらについて、患者さんご本人やご家族だけで思い悩むことはありません。担当の医師、看護師、リハビリテ―ションのスタッフ、そして、私たち、医療ソーシャルワーカーといった、専門スタッフと、一諸に考えていきましょう。


　　　私たちは、どんな相談事でも大歓迎です。ご自身の医療、介護、福祉のサービス、生活やお仕事、ご家族の問題など、遠慮はいりません。


　　　気軽に声をかけて下さい。そして、わかりにくいことがあったら、何度でも尋ねて下さい。





　　　そして、相談をされる時は、ご自分やご家族の希望をはっきりとおっしゃって下さい。ご希望の内容を具体的に伺わないと、いい支援に繋がらないのです。


　　　また、退院した後の生活では、入院中には予想もしなかった問題に直面したり、新たな困りごとが生じることがあります。


　　　でも、どんな問題にも、それらに応じた相談先がありますので、


　　　遠慮なくおっしゃって下さい。





映　像




































































































































































内　　容



























































































































































患者のキャラクター


　が画面に現れる











　














文字　相談のための費用はかかりません








　患者のキャラクター


　画面から消える








文字　【急性期病院を退院した後の流れ】

















　パワーポイントの


退院後の流れと生活期のポイントの図




















文字　脳卒中の予防と


　　リハビリテ―ションは続けよう








患者　あのう、ちょっと質問、よろしいでしょうか。





医療ソーシャルワーカー


　　　はい、どうぞ。





患者　ご専門の方がたに相談させていただくのはありがたいのですが、相談のための費用はどうなるのでしょうか。





医療ソーシャルワーカー


　　　医療ソーシャルワーカーの相談は、入院治療の一環として入院費用に含まれます。個別の相談費用がかかるということはありません。ご安心下さい。








患者　わかりました。

















医療ソーシャルワーカー


　　　次に、急性期の病院を退院した後、患者さんはどのような生活を送るのでしょうか。


　　　その流れを示したのが、この図です。











　　　自宅に戻り、かかりつけ医のもとで治療を続ける場合、


　　　リハビリテ―ションを続けるために、回復期の病院に転院する場合、療養型の病院に移る場合などがあります。


　　　患者さんの状況やご家族の希望を伺いながら退院後の療養やリハビリテ―ションの準備を進めていきます。





　　　このように、患者さんの回復の様子によって、退院後の道はいくつかに分かれますが、どの道をたどることになっても大切なことは、脳卒中の予防とリハビリテ―ションを続ける、ということです。





映　像




































































































































































内　　容

































































































































































文字　公的サービスを利用して費用負担を減らそう

















文字　【急性期の病院の退院に備えて】





　前掲のパワーポイントの図





文字　地域の中で病院の役割分担が行われています








文字　病院内でよく相談しましょう

















文字　病院の特徴や費用について尋ねて下さい








文字　決めかねたら見学に行ってみましょう














　　　また、治療やリハビリテ―ションには長い時間がかかることが多いため、費用的な負担がのしかかることも大きな問題です。そこで、月々の負担を一定額内に抑えたり、それを超えた分を後日払い戻してもらえる高額療養費、療養のために減った収入の一部を健康保険から支給してもらえる傷病手当金、税金を還付してもらえる医療費控除など、公的なサービスを利用して、費用負担を少しでも軽くすることを考えましょう。また、介護保険を利用することにより、介護軽減や自宅や施設のリハビリテーション資源を利用できる方法もありますので、遠慮なく医療ソーシャルワーカーにご相談ください。








　　先ほどの図にお示ししたように、急性期の治療が終わって、退院して自宅に戻る場合もありますが、転院して、リハビリテ―ションや療養を受けることが望ましい場合もあります。


　　　病院には様ざまな役割があり、地域の中で、役割分担が行われています。


身体の状態や、これからの暮らしのイメージに合わせて、転院先を選びましょう。


　　　そうはいっても、みなさんが転院先を探すことは大変な場合もありますよね。そんな時は、私たち、医療ソーシャルワーカーや専門スタッフに相談して下さい。


　　　転院先としては、集中的なリハビリテ―ションを行う回復期リハビリテーション病院をはじめ、様ざまなリハビリテーション施設や療養先があります。








　　　費用のこともご心配でしょうから、それぞれの違いについて、遠慮なくお尋ね下さい。


　　　また、私たち、医療ソーシャルワーカーからの情報だけでは、まだよくわからないなぁと思われる場合があるかもしれません。そんな時は、転院先の候補の病院に出向いて、見学することもお勧めします。





また、回復期リハビリテーション病院での自宅退院を目指したリハビリテ―ションを受けた後に，自宅に退院できない場合、長期療養のための病院や施設に移って、療養生活を続ける場合もあります。








映　像




































































































































































内　　容










































































































































































患者のキャラクター


　が画面に現れる



































文字　充分な施設と設備があり、しっかりとリハビリテ―ションを行う病院を選びましょう














患者のキャラクター


　画面から消える








　　　





そんな時も同様です。私たちに相談する、場合によっては、ご家族の方が、転院先の候補の病院を見学してみるなどして、


　　　わからないことや心配なことをできるだけ解消しましょう。





患者　あのう、質問、いいでしょうか。





医療ソーシャルワーカー


　　　はい、何でしょう？





患者　リハビリの病院や療養型の病院って、結構長い間、入院することがあると聞きました。そういう病院が、家から遠いと、家族が困ると思います。私の自宅の近くで、手頃な病院が見つかるものでしょうか。





医療ソーシャルワーカー


ご自宅の近くに…。地域によって病院の立地条件は異なります。身近なところに、適した病院があればベストなんですが、回復期という大事な機会をできるだけ有効に活用するためには、充分なスタッフと設備を持ち、しっかりとリハビリテ―ションを行う病院を優先して選んだ方がよい場合もあります。何を優先して療養先を決めるとよいか一緒に相談していきましょう。このことは、療養型の病院の場合も同じです。


退院してからの暮らしは入院している期間よりはるかに長いものです。そういうことを見据えた病院選びが大切だと思います。





患者　なるほど、わかりました。








医療ソーシャルワーカー


　　　今、皆さんがいる急性期の病院での治療に一区切りがついても、その先には、根気のいるリハビリテ―ションや療養が待っている、そんな場合が少なくありません。


　　　私たち医療ソーシャルワーカーや、専門のスタッフは転院先などにもいます。リレー方式でしっかりと支援していきますので、気軽に声をかけていただいて、これからのことを、一諸に考えていきましょう。








映　像




































































































































































内　　容
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